
主な記事
・ドローン登録制６月開始 ２面
・農機自動走行ＧＬ一部改正 ３面
・技能検定問題と正解 ４－５面
・値上げに対するアンケート ８面

作
業
機
付
き
ト
ラ
ク
タ
の
う
ち
、
一
定
の
寸
法
や
重
量
を
超
え
る
車
両
が
公

道
走
行
す
る
た
め
に
は
、
特
殊
車
両
通
行
許
可
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
今

般
、
国
土
交
通
省
は
規
制
改
革
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
通
行
経
路
図
の
簡
略
化

な
ど
手
続
き
の
簡
素
化
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
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通
行
経
路
図
な
ど
簡
略
化

農
耕
ト
ラ
ク
タ
が
公
道

を
走
行
す
る
際
、
作
業
機

を
含
む
車
幅
が
2
・
5
ｍ
・

長
さ
12
ｍ
・
高
さ
3
・
8

ｍ
・
総
重
量
20
ｔ
の
う

ち
、
こ
れ
ら
の
制
限
値
を

ひ
と
つ
で
も
超
え
る
場
合

は
特
殊
車
両
通
行
許
可
の

申
請
手
続
き
が
必
要
と
な

る
。

◇
通
行
経
路
図
の
作
成
と

申
請
経
路
が
複
数
時
の
手

続
き
を
簡
略
化

今
回
の
見
直
し
に
よ
り

複
数
の
添
付
書
類
で
簡
素

化
が
図
ら
れ
る
が
、
中
で

も
、
通
行
経
路
図
の
簡
略

化
は
農
家
に
と
っ
て
大
き

な
負
担
軽
減
と
な
る
。
こ

れ
ま
で
通
行
経
路
図
に
つ

い
て
は
、
経
路
上
の
道
路

番
号
や
交
差
点
番
号
を
逐

一
道
路
台
帳
か
ら
確
認
し

記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
事
実
上
対
応
が
困
難

だ
っ
た
。

ま
た
、
申
請
経
路
が
2

カ
所
以
上
の
道
路
管
理
者

に
係
る
場
合
、
従
来
は
管

理
者
ご
と
に
申
請
す
る
必

要
が
あ
っ
た
が
、
今
後
は

1
カ
所
へ
の
申
請
で
済

む
。
国
が
管
理
す
る
道
路

を
含
む
時
は
国
の
み
に
、

都
道
府
県
ま
た
は
指
定
市

が
管
理
す
る
道
路
を
含
む

時
は
1
カ
所
の
都
道
府
県

ま
た
は
指
定
市
の
み
へ
の

申
請
で
手
続
き
完
了
と
な

る
。
な
お
、
軌
跡
図
が
必

要
な
場
合
に
は
、
国
土
交

通
省
の
申
請
マ
ニ
ュ
ア
ル

に
掲
載
さ
れ
て
い
る
パ
タ

ー
ン
例
か
ら
似
て
い
る
も

の
を
代
用
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

こ
の
他
、
自
動
車
検
査

証
の
写
し
に
代
え
て
、
車

両
諸
元
の
記
載
が
あ
る
カ

タ
ロ
グ
も
し
く
は
小
型
特

殊
自
動
車
標
識
交
付
証
明

書
の
添
付
で
も
申
請
で
き

る
よ
う
に
な
る
。

申
請
手
続
き
は
、
紙
に

よ
る
手
書
き
申
請
と
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
が
あ
る
が
、

具
体
的
な
申
請
方
法
に
つ

い
て
は
同
省
の
申
請
マ
ニ

ュ
ア
ル
（「
国
土
交
通
省

特
殊
車
両
通
行
許
可
オ
ン

ラ
イ
ン
申
請
」ま
た
は「
特

殊
車
両
通
行
許
可
申
請
」

で
検
索
）を
確
認
す
る
か
、

各
自
治
体
窓
口
（
申
請
マ

ニ
ュ
ア
ル
71
〜
83
頁
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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ド
ロ
ー
ン
登
録
義
務
化
６
月
２０
日
施
行

ド
ロ
ー
ン
な
ど
無
人
航
空
機
の
機
体
登
録
が
6
月
20
日
か
ら
義
務
化
さ
れ

る
。
バ
ッ
テ
リ
ー
な
ど
飛
行
す
る
た
め
に
必
要
な
物
を
全
て
取
り
付
け
た
時
の

重
さ
が
1
0
0
ｇ
以
上
に
な
る
機
体
が
対
象
と
な
る
。
登
録
申
請
手
続
き
は
昨

年
12
月
20
日
か
ら
開
始
さ
れ
て
い
る
が
、
6
月
20
日
の
義
務
化
間
近
は
登
録
サ

イ
ト
が
混
み
合
う
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
余
裕
を
持
っ
て
早
め
に
登
録
す
る
こ

と
を
お
勧
め
す
る
。

◇
機
体
登
録
方
法
（
Ｗ
Ｅ

Ｂ
申
請
の
場
合
）

申
請
の
大
ま
か
な
流
れ

は
下
記
の
と
お
り
。

①
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設

②
機
体
登
録

③
手
数
料
納
付

④
発
行
さ
れ
た
登
録
記
号

を
機
体
に
貼
付

Ｗ
Ｅ
Ｂ
申
請
の
場
合
、

機
体
登
録
は
国
土
交
通
省

の
「
無
人
航
空
機
登
録
ポ

ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
か
ら
行

う
。
個
人
と
法
人
で
入
口

が
異
な
る
が
、
流
れ
は
同

じ
。
利
用
規
約
に
同
意
し

た
後
、
案
内
に
従
っ
て
進

ん
で
い
け
ば
、
15
分
程
度

で
登
録
で
き
る
。
な
お
、

機
体
の
仕
様
変
更
に
伴
う

登
録
変
更
や
機
体
処
分
後

の
登
録
抹
消
な
ど
も
同
サ

イ
ト
か
ら
行
う
こ
と
が
で

き
る
。

①
ア
カ
ウ
ン
ト
開
設

ア
カ
ウ
ン
ト
開
設
ペ
ー

ジ
に
進
み
、
個
人
情
報
も

し
く
は
法
人
情
報
を
入
力

し
ア
カ
ウ
ン
ト
を
開
設
す

る
と
、
入
力
し
た
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
に
ロ
グ
イ
ン
Ｉ

Ｄ
が
通
知
さ
れ
る
。

②
機
体
登
録

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
ト

ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
上
の
ロ
グ

イ
ン
ボ
タ
ン
か
ら
ロ
グ
イ

ン
し
、「
新
規
登
録
」
に

進
む
。
ロ
グ
イ
ン
は
、
ア

カ
ウ
ン
ト
開
設
完
了
通
知

メ
ー
ル
に
記
載
の
ロ
グ
イ

ン
Ｉ
Ｄ
と
、
開
設
の
際
に

入
力
し
た
パ
ス
ワ
ー
ド
を

使
っ
て
行
う
。
新
規
登
録

画
面
で
は
、「
本
人
確
認
」

「
所
有
者
情
報
」「
機
体

情
報
」「
使
用
者
情
報
」

を
入
力
し
申
請
す
る
。

機
体
情
報
は
、
改
造
し

て
い
な
い
メ
ー
カ
ー
品
の

登
録
で
あ
れ
ば
、製
造
者
・

型
式
を
プ
ル
ダ
ウ
ン
メ
ニ

ュ
ー
か
ら
選
択
し
、
製
造

番
号
（
シ
リ
ア
ル
ナ
ン
バ

ー
）
な
ど
を
入
力
す
る
。

③
手
数
料
納
付

航
空
局
で
申
請
内
容
の

確
認
が
行
わ
れ
、
問
題
が

な
け
れ
ば
手
数
料
納
付
番

号
と
納
付
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
申

請
者
に
メ
ー
ル
通
知
さ
れ

る
。
手
数
料
は
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
・
イ
ン
タ
ネ
ッ

ト
バ
ン
キ
ン
グ
・
Ａ
Ｔ
Ｍ

か
ら
納
付
す
る
。

全
て
の
手
続
き
が
完
了

す
る
と
、
新
規
登
録
完
了

の
お
知
ら
せ
が
申
請
者
の

ア
カ
ウ
ン
ト
の
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
に
送
信
さ
れ
る
。

④
機
体
に
発
行
さ
れ
た
登

録
記
号
を
貼
布

ド
ロ
ー
ン
登
録
シ
ス
テ

ム
に
ロ
グ
イ
ン
し
、
メ
イ

ン
メ
ニ
ュ
ー
で
「
申
請
状

況
確
認
／
取
下
げ
／
支
払

い
」
を
選
択
し
て
登
録
記

号
と
登
録
情
報
を
確
認
。

機
体
に
登
録
記
号
を
貼
り

付
け
る
。

◇
有
効
期
間

有
効
期
間
は
新
規
登
録

か
ら
3
年
間
で
、
そ
れ
以

降
も
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
す

る
場
合
は
更
新
手
続
き
を

行
う
必
要
が
あ
る
。

更

新
は
有
効
期
限
が
切
れ
る

1
カ
月
前
か
ら
有
効
期
限

ま
で
の
間
に
行
え
ば
、
有

効
期
限
が
3
年
間
延
長
さ

れ
る
。
こ
れ
よ
り
早
い
時

期
に
更
新
を
行
う
と
「
変

更
」
扱
い
と
な
り
、
有
効

期
限
が
更
新
日
か
ら
3
年

間
と
な
る
。

◇
登
録
手
数
料

登
録
時
に
必
要
と
な
る

手
数
料
は
、
本
人
確
認
の

方
法
に
よ
り
異
な
る
。
オ

ン
ラ
イ
ン
で
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
」
を
使
う
場

合
が
9
0
0
円
（
2
機
目

以
降
8
9
0
円
）、
オ
ン

ラ
イ
ン
で
「
運
転
免
許

証
」
ま
た
は
「
パ
ス
ポ
ー

ト
」
を
使
う
場
合
が
1
4

5
0
円
（
2
機
目
以
降

1
0
5
0
円
）、「
書
類
の

郵
送
」
に
よ
る
場
合
が
2

4
0
0
円
（
2
機
目
以
降

2
0
0
0
円
）。
新
規
登

録
の
場
合
も
更
新
の
場
合

も
手
数
料
は
同
じ
。
な

お
、
2
機
目
以
降
の
料
金

は
、
1
回
の
申
請
で
同
時

に
複
数
の
機
体
を
登
録
し

た
場
合
の
も
の
。
所
有
者

が
同
じ
で
も
、
2
回
に
分

け
て
申
請
し
た
場
合
は
ど

ち
ら
も
1
機
目
と
し
て
扱

わ
れ
る
。

◇
登
録
記
号
と
リ
モ
ー
ト

Ｉ
Ｄ
機
能

義
務
化
前
の
事
前
登
録

期
間
（
6
月
19
日
ま
で
）

に
機
体
登
録
さ
れ
た
ド
ロ

ー
ン
に
関
し
て
は
対
象
外

だ
が
、
6
月
20
日
以
降
に

登
録
す
る
機
体
に
つ
い
て

は
、
遠
隔
で
登
録
記
号
の

照
会
が
で
き
る
リ
モ
ー
ト

Ｉ
Ｄ
機
能
を
機
体
に
搭
載

す
る
こ
と
が
義
務
と
な

る
。
リ
モ
ー
ト
Ｉ
Ｄ
機
能

を
搭
載
し
な
い
場
合
は
飛

行
方
法
が
制
限
さ
れ
、「
あ

ら
か
じ
め
国
に
届
け
出
た

特
定
空
域
上
空
に
て
、
補

助
者
を
配
置
し
、
飛
行
区

域
の
境
界
線
を
明
示
す
る

な
ど
の
措
置
を
講
じ
た
上

で
の
飛
行
」「
ワ
イ
ヤ
ー

な
ど
係
留
し
た
状
態
で
の

飛
行
」「
警
察
な
ど
が
秘

匿
性
の
高
い
業
務
を
行
う

場
合
」
の
み
飛
行
可
能
と

な
る
。

※
リ
モ
ー
ト
Ｉ
Ｄ
と
は
機

体
情
報
を
Ｂ
ｌ
ｕ
ｅ
ｔ
ｏ

ｏ
ｔ
ｈ
や
2
・
4
Ｇ
ｈ
ｚ

帯
な
ど
の
電
波
に
乗
せ
て

発
信
す
る
機
器
の
こ
と
。

◇
登
録
記
号
の
掲
示
方
法

登
録
記
号
の
掲
示
は
、

ド
ロ
ー
ン
本
体
の
「
容
易

に
取
り
外
す
こ
と
が
で
き

な
い
部
分
の
表
面
」
で
、

「
外
部
か
ら
容
易
に
確
認

で
き
る
場
所
」
に
、「
装

飾
体
で
な
い
ア
ラ
ビ
ア
数

字
ま
た
は
ロ
ー
マ
字
の
大

文
字
」
に
よ
り
、「
耐
久

性
の
あ
る
方
法
で
鮮
明
に

表
示
」
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

印
字
し
た
シ
ー
ル
の
貼

付
、
油
性
ペ
ン
で
の
記

載
、
ス
プ
レ
ー
に
よ
る
塗

装
、
刻
印
な
ど
に
つ
い
て

は
任
意
の
方
法
で
掲
示
し

て
構
わ
な
い
が
、
文
字
の

大
き
さ
は
高
さ
3
ｍ
ｍ
以

上
（
離
陸
重
量
25
㎏
未
満

の
場
合
）
と
さ
れ
て
い

る
。

◇
罰
則
に
つ
い
て

機
体
登
録
を
し
て
い
な

い
ド
ロ
ー
ン
を
飛
行
さ
せ

た
場
合
、
1
年
以
下
の
懲

役
ま
た
は
50
万
円
以
下
の

罰
金
が
科
さ
れ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

禍
の
中
、
3
度
目
の
春
を

迎
え
た
。
学
校
で
は
新
学

期
が
始
ま
っ
た
が
、
小
中

高
校
は
従
来
通
り
対
面
授

業
、
大
学
は
オ
ン
ラ
イ
ン

授
業
中
心
か
ら
対
面
授
業

中
心
に
切
り
替
え
る
学
校

が
増
え
て
い
る
。し
か
し
、

足
元
で
は
子
供
の
陽
性
者

数
が
高
止
ま
り
し
て
お

り
、
10
代
以
下
が
感
染
者

全
体
の
30
％
超
を
占
め
て

い
る
。
10
代
以
下
の
割
合

は
、
2
0
2
1
年
春
の
第

4
波
が
12
〜
14
％
、
同
年

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
第

5
波
が
17
〜
24
％
。
第
6

波
で
は
子
供
の
感
染
者
の

急
増
ぶ
り
が
際
立
つ
。
専

門
家
は
、
5
〜
11
歳
で
は

ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で

い
な
い
こ
と
も
あ
り
、
新

学
期
を
境
に
学
校
や
家
庭

を
通
じ
て
感
染
が
さ
ら
に

拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

指
摘
す
る
。

た
だ
、
一
昨
年
の
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
以
降
、

修
学
旅
行
や
運
動
会
の
縮

小
・
中
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
、「
学
校
で
の
体
験
や

子
供
同
士
の
交
流
が
減
っ

た
」
こ
と
を
危
惧
す
る
保

護
者
が
多
い
。
特
に
小
中

学
校
で
は
校
内
の
授
業
に

加
え
校
外
学
習
も
多
い
が
、

こ
の
2
年
、
こ
う
し
た
機

会
は
ほ
ぼ
な
く
な
っ
た
。

中
学
高
校
に
な
れ
ば
部
活

動
も
盛
ん
に
な
る
が
、
こ

ち
ら
も
コ
ロ
ナ
禍
前
と
い

う
わ
け
に
い
か
ず
、
対
外

試
合
が
で
き
な
い
と
い
う

話
を
よ
く
聞
く
。

向
こ
う
1
年
も
マ
ス
ク

生
活
は
続
く
。
こ
の
4
月

か
ら
3
年
生
に
な
っ
た
中

高
生
は
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト

の
素
顔
を
知
ら
な
い
ま
ま

卒
業
す
る
こ
と
に
な
る
。

大
学
生
は
ど
う
だ
ろ

う
。
多
く
の
大
学
で
は
、

こ
の
2
年
間
は
オ
ン
ラ
イ

ン
講
義
が
主
流
だ
っ
た
。

入
学
式
す
ら
な
く
、
キ
ャ

ン
パ
ス
に
一
度
も
行
っ
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
学
生

も
珍
し
く
な
い
。

そ
れ
だ
け
に
、
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
が
流
行
り
だ

し
た
20
年
度
は
、
対
面
授

業
の
再
開
を
望
む
学
生
が

多
く
、
授
業
料
や
施
設
設

備
費
の
減
額
を
大
学
側
に

求
め
る
動
き
が
各
地
で
起

き
た
。
当
時
の
文
部
科
学

相
が
大
学
側
に
対
面
授
業

を
求
め
、
対
面
授
業
が
5

割
未
満
の
大
学
名
を
公
表

す
る
と
言
い
出
し
た
時
期

も
あ
っ
た
。

だ
が
し
か
し
、
最
近
で

は
「
対
面
授
業
を
再
開
し

た
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
が
い

い
」「
対
面
授
業
を
再
開

し
た
の
に
学
生
が
来
な

い
」
と
い
う
現
象
が
起
き

て
い
る
と
い
う
。
実
態
は

教
室
に
こ
そ
来
な
い
が
、

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
な
ど
か
ら
オ

ン
ラ
イ
ン
で
受
講
し
て
い

る
そ
う
だ
。
学
生
か
ら
す

る
と
、
講
義
系
は
オ
ン
ラ

イ
ン
、
演
習
（
ゼ
ミ
）
や

実
習
・
実
験
は
対
面
が
合

理
的
、
と
い
う
こ
と
ら
し

い
。数

こ
そ
少
な
い
が
、
小

中
高
で
も
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
を
行
っ
て
い
る
学
校
は

あ
る
。

こ
う
し
て
育
っ
た
世
代

が
社
会
人
に
な
っ
た
ら
、

「
ど
う
し
て
出
社
し
な
い

と
い
け
な
い
の
で
す
か
」

と
言
う
か
も
し
れ
な
い
。

対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
は

対
立
す
る
も
の
で
は
な

い
。
臨
機
応
変
に
使
い
分

け
れ
ば
い
い
。
リ
モ
ー
ト

ワ
ー
ク
を
敬
遠
す
る
企
業

は
今
も
多
い
が
、
遠
か
ら

ず
、
オ
ン
ラ
イ
ン
の
成
功

体
験
を
得
た
彼
ら
が
主
役

に
な
る
時
代
が
訪
れ
る
。

社
会
は
、
そ
ん
な
ポ
ス
ト

コ
ロ
ナ
を
見
据
え
る
必
要

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

登
録
は
お
済
み
で
す
か
？

コ
ロ
ナ
禍
で
育
っ
た
子
供
達
の
働
き
方

石
川
県
農
業
機
械
商
業

協
同
組
合
理
事
長
で
全
国

農
業
機
械
商
業
協
同
組
合

連
合
会
副
会
長
の
柏
木
俊

一
氏
（
株
式
会
社
柏
木
農

機
代
表
取
締
役
社
長
）
が

4
月
13
日
に
ご
逝
去
さ
れ

た
。
か
ね
て
よ
り
病
気
療

養
中
だ
っ
た
が
、
薬
効
の

甲
斐
な
く
帰
ら
ぬ
人
と
な

っ
た
。
享
年
73
歳
。
通
夜

は
4
月
15
日
（
金
）
・
葬

儀
は
同
16
日
（
土
）
に
金

沢
市
神
谷
内
町
の
「
一
休

さ
ん
の
米
永

神
谷
内

館
」
に
て
執
り
行
わ
れ

る
。
喪
主
は
長
男
の
優
輝

氏
。故

人
は
、
平
成
14
年
か

ら
石
川
商
組
の
理
事
を
務

め
、
そ
の
後
平
成
20
年
か

ら
理
事
長
に
就
任
し
た
。

ま
た
、
全
商
連
で
は
平

成
21
年
か
ら
理
事
、
平
成

23
年
12
月
か
ら
は
常
任
理

事
、
平
成
25
年
か
ら
は
副

会
長
に
就
任
し
、
計
6
期

半
13
年
、
役
員
を
務
め
ら

れ
た
。

皆
様
と
共
に
ご
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

柏
木
俊
一
石
川
商
組
理
事
長

／
全
商
連
副
会
長
ご
逝
去

■
新
理
事
長
／
新
事
務
局

体
制
の
ご
紹
介

▽
栃
木
商
組
新
理
事
長

小
池
清
久
氏
（
今
市
ヤ
ン

マ
ー
）

▽
兵
庫
商
組
新
専
務
理
事

金
川
良
夫
氏

２
０
２
２
年
２
月
に
発
生
し
た

農
作
業
死
傷
事
故
は
１３
件
《
農
水
省
》

・
農
業
機
械
作
業
に
係
る
死
傷
事
故
８
件

（
う
ち
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
３
件
）

・
そ
の
他
５
件

（
う
ち
稲
わ
ら
等
焼
却
作
業
中
の
火
傷
３
件
）

▼
稲
わ
ら
等
の
焼
却
は
危

険
な
作
業
で
す
！

死
傷
事
故
13
件
中
5
件

が
死
亡
事
故
だ
っ
た
。
ま

た
、
死
亡
事
故
の
う
ち
3

件
は
稲
わ
ら
等
の
焼
却
作

業
に
よ
る
も
の
で
、
い
ず

れ
も
1
人
作
業
で
事
故
が

発
生
し
た
可
能
性
が
あ

る
。
稲
わ
ら
等
の
焼
却
作

業
は
、
乾
燥
し
た
日
が
続

く
と
草
が
燃
え
や
す
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
火
が
燃

え
広
が
る
。
複
数
人
で
作

業
す
る
こ
と
が
基
本
だ

が
、
少
人
数
の
場
合
は
複

数
の
箇
所
に
着
火
す
る
こ

と
は
避
け
、
風
向
き
を
見

て
風
下
側
か
ら
着
火
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
事
前
に

消
火
用
の
水
を
確
保
す

る
、
化
学
繊
維
の
服
装
を

避
け
る
な
ど
の
対
策
も
重

要
。こ

の
他
、
機
械
整
備
中

の
事
故
も
報
告
さ
れ
て
い

る
。
春
先
の
田
起
こ
し
を

前
に
作
業
機
の
脱
着
な
ど

を
行
う
際
は
、
必
ず
エ
ン

ジ
ン
を
停
止
し
、
昇
降
部

の
油
圧
ロ
ッ
ク
と
駐
車
ブ

レ
ー
キ
を
掛
け
る
こ
と
を

徹
底
し
ま
し
ょ
う
。
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気
候
変
動
に
関
す
る
政

府
間
パ
ネ
ル（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）

の
第
6
次
評
価
書
第
3
作

業
部
会
の
報
告
書
が
4
月

5
日
に
公
表
さ
れ
た
。「
地

球
温
暖
化
抑
制
の
た
め
の

シ
ス
テ
ム
変
革
」
で
は
農

林
業
が
持
続
可
能
な
方
法

で
実
施
さ
れ
た
場
合
、「
大

規
模
な
温
室
効
果
ガ
ス
削

減
の
促
進
を
も
た
ら
し
得

る
」
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
一
方
で
実
現
を
阻
害

す
る
問
題
へ
の
懸
念
も
指

摘
し
て
い
る
。

報
告
書
に
よ
る
と
、
地

球
温
暖
化
を
1
・
5
℃
に

抑
え
る
シ
ナ
リ
オ
で
は
、

2
0
2
5
年
に
は
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
が
ピ
ー
ク

に
達
す
る
と
し
て
い
る
。

現
在
の
対
策
が
強
化
さ
れ

な
け
れ
ば
25
年
以
降
も
増

加
し
続
け
、
2
1
0
0
年

ま
で
に
3
・
2
℃
上
昇
す

る
。報
告
書
で
は「
地
球
温

暖
化
抑
制
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
変
革
」
と
し
て
様
々

な
対
策
と
効
果
を
示
し
て

お
り
、
農
業
で
は
メ
タ
ン

の
排
出
を
削
減
す
る
こ
と

で
ピ
ー
ク
温
度
を
引
き
下

げ
る
と
と
も
に
、
温
暖
化

が
オ
ー
バ
ー
シ
ュ
ー
ト
す

る
可
能
性
を
低
減
す
る
と

し
て
い
る
。

消
費
者
側
の
問
題
で

は
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た

持
続
可
能
で
健
康
的
な
食

生
活
へ
の
移
行
、
食
品
廃

棄
や
過
剰
消
費
の
回
避
、

廃
棄
物
の
管
理
や
リ
サ
イ

ク
ル
の
イ
ン
フ
ラ
な
ど
も

必
要
と
し
て
い
る
。

農
業
と
林
業
、
そ
の
他

の
土
地
利
用
が
持
続
可
能

な
方
法
で
実
施
さ
れ
た
場

合
、「
大
規
模
な
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
と
除
去

の
促
進
を
も
た
ら
し
得

る
」
と
指
摘
。し
か
し
、持

続
可
能
な
農
林
業
の
実
現

に
は
、
気
候
変
動
の
影
響

や
土
地
へ
の
競
合
需
要
、

食
料
安
全
保
障
の
確
保
と

農
業
者
の
生
計
、
さ
ら
に

土
地
所
有
や
管
理
制
度
の

複
雑
さ
、
文
化
的
側
面
が

障
壁
と
な
る
こ
と
を
懸
念

し
て
い
る
。

こ
の
他
、
Ｃ
Ｏ
２

の
排

出
を
1
ト
ン
削
減
す
る
た

め
に
1
0
0
ド
ル
以
下
の

対
策
を
行
う
こ
と
で
、
2

0
3
0
年
ま
で
に
2
0
1

9
年
レ
ベ
ル
の
半
分
に
削

減
で
き
る
と
の
見
込
み
も

示
し
た
。

農業機械の自動走行に関する持
続
可
能
な
農
林
業
で
大
規
模
な

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
促
進
が
可
能

Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
第
６
次
評
価
報
告
書

安全性確保ガイドライン一部改正
▶隣接圃場からの目視監視で使用可能
▶ロボット農機の作業領域内で他の農
▶機も使用可能 農林水産省は 3月28日、「農業機械

の自動走行に関する安全性確保ガイド
ライン」の一部改正を行った。ロボッ
ト農機の監視については適用範囲を、
作業領域内への立ち入りについては対
象をそれぞれ拡大し、人員の削減や作
業の効率化につなげる。今回の改正に
より、ロボット農機の導入効果がより
高まるものと期待される。

今
回
の
改
正
の
対
象
と

な
る
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
は
、

ロ
ボ
ッ
ト
ト
ラ
ク
タ
（
衛

星
測
位
情
報
を
利
用
し
て

自
動
走
行
す
る
ト
ラ
ク

タ
）、
茶
園
管
理
ロ
ボ
ッ

ト
（
自
動
走
行
す
る
茶
園

管
理
ロ
ボ
ッ
ト
）、
ロ
ボ

ッ
ト
田
植
え
機
、
ロ
ボ
ッ

ト
草
刈
機
、
ロ
ボ
ッ
ト
小

型
汎
用
台
車
。
こ
れ
ら
に

つ
い
て
、
主
に
2
点
条
件

を
緩
和
し
た
。

◇
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
の
監
視

方
法
に
つ
い
て
適
用
範
囲

を
拡
大

こ
れ
ま
で
は
、
ロ
ボ
ッ

ト
農
機
の
使
用
に
つ
い
て

は
「
圃
場
内
や
圃
場
周
囲

か
ら
監
視
す
る
方
法
」
と

さ
れ
て
い
た
が
、「
圃
場

内
や
圃
場
周
囲
等
の
目
視

可
能
な
場
所
か
ら
監
視
す

る
方
法
」
に
適
用
範
囲
が

拡
大
さ
れ
た
。

目
視
可
能
で
あ
れ
ば
、

隣
接
す
る
圃
場
で
作
業
す

る
他
の
農
業
機
械
を
操
作

し
な
が
ら
監
視
す
る
」
こ

と
が
可
能
と
な
り
、
監
視

の
み
の
た
め
に
人
員
を
割

く
必
要
が
な
く
な
っ
た
。

◇
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
の
作
業

領
域
内
に
立
ち
入
り
で
き

る
も
の
の
対
象
を
拡
大

こ
れ
ま
で
、
ロ
ボ
ッ
ト

農
機
の
作
業
領
域
内
に
立

ち
入
り
で
き
る
も
の
は

「
使
用
者
・
補
助
作
業
者
」

と
な
っ
て
い
た
が
、「
使

用
者
・
補
助
作
業
者
・
配

置
の
必
要
な
他
の
農
業
機

械
」
に
対
象
が
拡
大
さ
れ

た
。こ

れ
に
よ
り
、
ロ
ボ
ッ

ト
農
機
の
使
用
者
と
は
別

の
者
が
操
縦
す
る
農
業
機

械
が
、
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
と

並
走
も
し
く
は
追
走
し
な

が
ら
作
業
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
改
正
に
つ
い

て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
本
文
で

は
、
製
造
者
に
対
し
て

は
、「
一
時
的
に
目
視
が

不
可
能
な
場
合
で
も
使
用

可
能
な
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
を

製
造
す
る
場
合
、
目
視
監

視
と
同
程
度
の
安
全
性
が

確
保
で
き
る
措
置
や
保
護

方
策
を
講
じ
る
こ
と
で
、

許
容
可
能
な
程
度
ま
で
リ

ス
ク
を
低
減
す
る
よ
う

に
」
と
規
定
。
使
用
者
に

対
し
て
は
、「
使
用
者
以

外
の
者
で
、
圃
場
内
等
周

辺
で
作
業
等
を
行
う
者

は
、
ロ
ボ
ッ
ト
農
機
が
自

動
走
行
し
て
い
る
圃
場
等

内
に
立
ち
入
ら
な
い
こ

と
。
た
だ
し
、
製
造
者
等

が
行
う
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
に
基
づ
き
、
補
助
作

業
者
ま
た
は
同
一
の
圃
場

等
内
に
お
い
て
作
業
す
る

他
の
農
業
機
械
を
配
置
す

る
必
要
が
あ
る
場
合
は
こ

の
限
り
で
は
な
い
」
と
規

定
し
た
。

こ
の
他
、
遠
隔
監
視
に

よ
る
自
動
走
行
や
圃
場
間

移
動
の
自
動
走
行
に
つ
い

て
は
、
実
用
化
を
見
据
え

て
安
全
性
確
保
策
を
検
討

中
と
し
て
い
る
。
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値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
が
家
計
を
直
撃

昨
年
か
ら
続
く
値
上
げ

ラ
ッ
シ
ュ
。
2
0
2
2
年

も
止
ま
る
気
配
は
な
く
、

む
し
ろ
こ
の
傾
向
が
長
引

く
様
相
と
な
っ
て
お
り
、

家
計
へ
の
影
響
は
必
至
な

状
況
だ
。
こ
う
し
た
中
、

株
式
会
社
主
婦
の
友
社
が

運
営
す
る
、
暮
ら
し
の

様
々
な
ア
イ
デ
ア
を
投
稿

し
て
シ
ェ
ア
し
合
う
主
婦

の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ
ト

「
暮
ら
し
ニ
ス
タ
」
が
値

上
げ
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
た
。

◇
最
近
の
値
上
げ
ラ
ッ
シ

ュ
に
つ
い
て
は
「
つ
ら
い

け
ど
仕
方
が
な
い
」
が
約

6
割
（
グ
ラ
フ
1
）

電
気
代
・
ガ
ソ
リ
ン
代

に
加
え
、
パ
ン
や
調
味

料
、
小
麦
粉
な
ど
食
事
に

関
わ
る
も
の
が
次
々
と
値

上
げ
し
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
、「
生
活
の
必
需
品

で
節
約
の
し
よ
う
が
な

い
。
つ
ら
い
け
ど
仕
方
が

な
い
」
と
い
う
意
見
が
6

割
近
く
だ
っ
た
。

◇
値
上
げ
で
特
に
気
に
な

っ
て
い
る
も
の
は
「
電
気

料
金
」
と
「
ガ
ソ
リ
ン
」

（
グ
ラ
フ
2
）

値
上
げ
が
気
に
な
っ
て

い
る
も
の
に
は
、
日
常
生

活
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
回
答
す
る

声
が
多
く
、「
電
気
料
金
」

と
「
ガ
ソ
リ
ン
」
が
と
も

に
7
割
弱
、「
ガ
ス
料
金
」

が
約
5
割
。
他
、「
小
麦

・
バ
タ
ー
」、「
パ
ン
や

麺
」、「
調
味
料
」
な
ど
の

食
品
系
を
挙
げ
る
声
が
5

〜
6
割
だ
っ
た
。

ま
た
、
値
上
げ
に
対
す

る
リ
ア
ル
な
声
に
は
次
の

よ
う
な
も
の
が
あ
っ
た
。

▽
電
気

・
リ
モ
ー
ト
ワ
ー
ク
で
在

宅
時
間
が
長
く
影
響
が
大

き
い

・
オ
ー
ル
電
化
だ
か
ら
節

約
が
難
し
い

▽
ガ
ソ
リ
ン

・
田
舎
な
の
で
車
が
な
い

と
生
活
で
き
な
い

・
コ
ロ
ナ
で
唯
一
出
掛
け

ら
れ
る
ド
ラ
イ
ブ
も
我
慢

▽
食
材
・
食
用
油

・
毎
日
食
べ
る
も
の
の
値

上
げ
は
困
る

・
子
供
が
育
ち
盛
り
。
た

く
さ
ん
食
べ
て
困
る
け

ど
、
栄
養
の
あ
る
も
の
を

食
べ
さ
せ
た
い

・
揚
げ
物
を
や
め
た

◇
値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
対
策

は
「
し
て
い
な
い
人
」
と

「
し
て
い
る
人
」
が
ほ
ぼ

半
々
（
グ
ラ
フ
3
）

「
い
い
え
（
対
策
し
て

い
な
い
人
）」
の
回
答
が

わ
ず
か
に
5
割
を
上
回
っ

た
。
値
上
げ
の
多
く
が
日

常
生
活
に
直
結
し
て
い
る

た
め
、
節
約
し
よ
う
が
な

く
対
策
し
て
い
な
い
と
い

う
声
が
多
か
っ
た
が
、
一

方
で
「
洗
濯
の
回
数
を
減

ら
す
」「
車
を
使
う
頻
度

を
減
ら
す
」
な
ど
で
き
る

こ
と
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
と
い

う
意
見
も
あ
っ
た
。

【
調
査
対
象
】

▽
調
査
会
社

株
式
会
社
主
婦
の
友
社

「
暮
ら
し
ニ
ス
タ
」
ユ
ー

ザ
ー

▽
調
査
対
象

30
〜
50
代
の
既
婚
主
婦
1

7
1
名
（
30
代
13
・
5
％
・

40
代
35
・
7
％
・
50
代
30
・

4
％
・
そ
の
他
20
・
4
％
）

▽
実
施
時
期

2
0
2
2
年
3
月
7
〜
17

日

◆
肥
料
・
飼
料
の
高
騰
が

農
家
経
営
圧
迫
◆

値
上
げ
ラ
ッ
シ
ュ
の
影

響
は
家
計
に
と
ど
ま
ら
な

い
。
燃
料
価
格
の
上
昇
が

畜
産
や
ハ
ウ
ス
栽
培
に
も

打
撃
を
与
え
て
い
る
が
、

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
な
ど
に

よ
る
肥
料
や
飼
料
の
国
際

価
格
高
騰
が
農
家
経
営
の

圧
迫
に
追
い
打
ち
を
か
け

て
い
る
。

配
合
飼
料
の
工
場
渡
価

格
は
4
月
か
ら
1
ト
ン
8

万
7
7
3
1
円
と
空
前
の

価
格
と
な
っ
た
。
2
0
0

8
年
の
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
高

騰
時
で
も
配
合
飼
料
価
格

は
6
万
7
0
0
0
円

台

(

全
畜
種
の
加
重
平
均
価

格)

だ
っ
た
た
め
、
実
に

2
万
円
以
上
の
高
値
だ
。

但
し
、
今
回
の
高
騰
は
飼

料
原
料
穀
物
価
格
の
国
際

相
場
の
上
昇
に
加
え
て
円

安
の
影
響
も
大
き
い
。
2

0
0
8
年
の
高
騰
時
は
1

ド
ル
1
0
0
円
水
準
だ
っ

た
が
、
今
回
は
1
1
6
円

と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
他
、
輸
入
乾
牧
草

の
輸
入
価
格
も
高
騰
し
て

お
り
、
国
産
飼
料
生
産
の

拡
大
が
課
題
と
な
る
。
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